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2.2.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 阿部芳彦 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システム学，物理の世界，ソフトウェア演習Ａ/Ｂ/Ｃ，システム演習Ａ/Ｂ/Ｃ，基盤システムゼミＡ/Ｂ，卒業
研究・制作Ａ/Ｂ 
(b) 研究科担当授業科目 
並列数値計算特論，ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，ソフト
ウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
特になし 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 細川靖（八戸工業高等専門学校，岩手県立大学），古田圭介（八戸工業高等専門学校）, 櫻庭義彦（八戸工業高
等専門学校，現 任天堂），阿部 芳彦（岩手県立大学）, 北限の海女仮想体験学習システムにおける学習システ
ム試作,JSiSE 2009 年度第 2 回研究会,2009 年 7 月 4日 
2) 細川 靖（八戸工業高等専門学校/岩手県立大学），三上宰生，沢村利洋，久慈憲夫（八戸工業高等専門学校），
阿部芳彦（岩手県立大学）,海女仮想体験学習システム「海女 via-R」操作インタフェースの操作性改善 ,平成
21 年度 電気関係学会東北支部連合大会,2009 年 8 月 20 日 
3) 坂下真実，片町健太郎，阿部芳彦（岩手県立大学），横田紀雄（岩手県中央農業研究センター），菅野史拓，三熊
有孝，平賀昌晃（岩手県農林水産部）, Construction of the Iwate real-time weather information system using 
meteorological quick report, 平成 21 年度 電気関係学会東北支部連合大会,2009 年 8 月 21 日 
(e) 研究費の獲得 
1) 「微気象に対応した気象情報システムの開発による精密農業の推進」, 産学官連携経営革新技術普及強化促進事
業, 20 万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
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学生委員会 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
特になし 
 
(c) 一般教育 
2) SSH 運営指導委員(県立水沢高校) 
(d) 産学連携 
1) 「微気象に対応した気象情報システムの開発による精密農業の推進」：岩手県リアルタイム・メッシュ気象情報
システムの構築 
z 水稲作期策定支援システム 
z 水稲適期刈り取り支援システム 
z 水稲生育ステージ予測システム 
z りんご開花時期予測システム 
z やませ日推定支援システム 
z 災害情報システム 
2) 水稲葉いもち発生予察システム BLASTAM 
(e) 学会などにおける活動 
特になし 
(f) その他 
ＡＦＲ「農業ＩＴ活用研究会」代表 
 
[主な業績］ 
岩手県農業研究センター、岩手県農林水産部農業普及技術課と協力して、情報技術の農業分野への適用を行って
いる。 
具体的には 
1) 産学官の国庫事業を受ける形で、岩手県リアルタイム気象情報システム(http://weather.i-agri.net/)を立ち上 
げ、稼動している。 
2) 葉いもち病の発生予察システム BLASTAM の岩手県版を開発して、実用に供している。 
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職名： 准教授 氏名： 蔡 大維 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 III、数値計算の理論と実際、ソフトウェア演習 A、システム演習 A、B、C、基盤システムゼミ A、B、卒
業研究 A,B 
(b) 研究科担当授業科目 
知的設計特論 I、ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
特になし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) Qifeng CAO, Dawei CAI, Proposals of Optical and RF Hybrid Wireless communication without Packet Traffic 
Collision, 第 3 回情報処理学会東北支部研究会, 6 ページ, 2009 年 12 月 
2) 曹琦峰、蔡大維、赤外線と無線電波によるハイブリッド無線通信及び DPS への応用に関する研究、情報処理学
会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会、2 ページ、2010 年 3 月 
 
(e) 研究費の獲得 
1) (株)関東自動車岩手工場、共同研究、160 万円 
2) 岩手県立大学全学プロジェクト研究、200 万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) ＮＨＫいわてニュース 赤外線通信の新システム 2010 年 3 月 5日 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部学生委員会、学部教務委員会、留学生アドバイサー 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) （株）NEC エンジニアリングとの共同研究 
2) （株）盛岡博報堂との共同研究 
3) （株）東北 TKR との共同開発 
4) 国立科学館との共同研究 
5) （株）関東自動車岩手工場との共同研究 
6) 盛岡市子ども科学館との共同研究 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
特になし 
(e) 学会などにおける活動 
1） ISC 2009 International Program Committee 
2） IASTED International Conference on Intelligent Systems and Control 2009 
3） IASTED International Conference on Control and Applications 2009 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
【題目】ユビキタス携帯端末及び次世代展示案内システムの研究開発 
【概要】 
本研究開発は、独自開発した不特定多数のユーザが同時にデータを受信することができる赤外線通信方式の赤外線
瞬時通信を用いて、博物館やイベント会場や駅やショッピングモールなど人が多く集まる場所で、携帯情報端末を
使用することにより、さまざまな情報を得ることができる新たな高速情報配信サービス及び関連装置とシステムを
開発・構築するものである。 
 
新開発下次世代展示案内システムでは、大容量のコンテンツを瞬時に伝達する赤外線瞬時通信と無線通信と RFID 通
信と赤外線タグ通信と FM 受信のユビキタス通信機能を搭載し、優れるマルチメディア再生機能を提供する世界初の
最小最軽量のユビキタス携帯端末と展示案内システムである。ユビキタス通信技術とユニバサルデザインの設計に
よる優れる操作性を提供することだけではなくて、展示コンテンツの自動生成と携帯端末の集中管理と利用者履歴
の自動集計など新機能で施設側の運用負荷の大幅低減と展示利用状況の把握を実現して、展示サービスを向上させ
る。 
 
平成 21 年度中に日本電気と東北 TKR との共同研究で、ユビキタス携帯情報端末を採用した浜松科学館展示案内シス
テムを構築し、平成 22 年 3 月に運用を開始した。また、JAXA との共同開発で、JAXA の最新月探査データを紹介す
るシステムを完成した。赤外線瞬時通信及び応用技術の開発成果について、平成 21 年 9月にイノベーションジャパ
ン 2009 の出展及び先端技術館＠TEPIA の常時展示に選定された。 
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浜松科学館で小学生が携帯端末を使って、展示内容を勉強している。 
 
先端技術館＠TEPIA での展示 
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職名： 助手 氏名： 片町 健太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習Ｂ，ソフトウェア演習Ｃ，基盤システムゼミＡ，基盤システムゼミＢ，卒業研究・制作Ａ，卒業
研究・制作Ｂ 
(b) 研究科担当授業科目 
特になし 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ソフトウェア演習Ｂ，ソフトウェア演習Ｃでの学生の理解を補助するために、頻繁に学生研究室に出向き、理解度
の向上に努めた 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) 新井義和・伊藤久祥・岡本東・片町健太郎・小島和徳・瀬川典久・竹野健夫・David Ramamonjisoa・橋本浩二・
松原雅文・三石大，ソフトウェア演習テキスト ‘０９，岩手県立大学ソフトウェア情報学部 ソフトウェア演
習タスクフォース，2009 年 4 月 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 野口 恭子、片町 健太郎(岩手県立大学)、石井 トク(日本赤十字北海道看護大学), 危険予測能力を育成する
自己学習教材の開発－新生児と乳児の看護に焦点をあてて, 日本看護教育学会第19回学術集会, 2009年 9月 20
日 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 坂下真実，片町健太郎，阿部芳彦（岩手県立大学），横田紀雄（岩手県中央農業研究センター），菅野史拓，三熊
有孝，平賀昌晃（岩手県農林水産部）, Construction of the Iwate real-time weather information system using 
meteorological quick report, 平成 21 年度 電気関係学会東北支部連合大会,2009 年 8 月 21 日 
(e) 研究費の獲得 
1) 「微気象に対応した気象情報システムの開発による精密農業の推進」, 産学官連携経営革新技術普及強化促進事
業, 20 万円(阿部芳彦教授と連名) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
研究科教務委員会，入試検討委員会 
(c) 学生支援 
特になし 
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(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
特になし 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
1) 「微気象に対応した気象情報システムの開発による精密農業の推進」：岩手県リアルタイム・メッシュ気象情報
システムの構築 
z 水稲作期策定支援システム 
z 水稲適期刈り取り支援システム 
z 水稲生育ステージ予測システム 
z りんご開花時期予測システム 
z やませ日推定支援システム 
z 災害情報システム 
z 水稲葉いもち発生予察システム BLASTAM 
2) 看護学部,株式会社 高研との共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
特になし 
(f) その他 
1) ＡＦＲ「農業ＩＴ活用研究会」所属 
 
[主な業績］ 
・ 教育活動について 
ソフトウェア演習Ｂ，ソフトウェア演習Ｃでの学生の理解を補助するために、学生研究室に出向き、週に 3～4時間
程、学生に理解できていないところの質問に答える時間を設けた。これにより、学生研究室によくいる学生の理解
度は向上した。 
 
・ 研究活動について 
岩手県農業研究センター、岩手県農林水産部農業普及技術課と協力して、情報技術の農業分野への適用を行ってい
る。具体的には 
1) 産学官の国庫事業を受ける形で、岩手県リアルタイム気象情報システム(http://weather.i-agri.net/)を立ち上
げ、稼動している。 
2) 葉いもち病の発生予察システム BLASTAM の岩手県版を開発して、実用に供している。 
